
平成22年度指定　高指第116号

生年／昭和25年　　指定技術名／銅器・仕上

浦 島 俊秀
【雅号】 紫星しせい

［表彰・受賞歴］

昭和50年 第2回高岡伝統工芸加工技術展最優秀賞
昭和53年 第5回高岡伝統工芸加工技術展最優秀賞
平成12年 伝統工芸士認定
平成18年 伝統工芸士会功労者賞
平成19年 県伝統的工芸品展奨励賞
平成23年 高岡市伝統工芸産業技術保持者指定

［経歴］

平成20年作

素材・技法／青銅・焼型鋳造、布目象嵌

寸法／高さ22cm×幅16cm×奥行81cm

ちゅうどうぬのめぞうがんかき「よあけ」

鋳銅布目象嵌花器「夜明け」
轆轤技術の数少ない継承者で、高級茶道具や花器、金・銀等の
貴金属製品までの一品ものを多く手掛ける技術者である。自
らが意匠、木型製作まで行ったこの水指は、長年の経験と熟練
した高度な技術により、機械加工では到底及ばない内側深部ま
で、鋳物生地の厚みを感じ取りながら、研ぎ澄まされた感覚で
極限まで薄く轆轤がけされている秀作である。 昭和44年 内免勝二氏に師事し、銅器仕上技術を習得

平成20年 高岡銅仕会会長


